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大
船
渡
、
陸
前
高
田
両
市
が

15
日
に
発
表
し
た
新
た
な
犠
牲

者
は
次
の
通
り
。

【
大
船
渡
市
】

▽
大
船
渡
一
中

中
嶋
勝
治
郎
（
大
船
渡
町

野
々
田
）
菅
野
恵
美
（
赤
崎
町

石
橋
前
）
上
野
完
次
（
住
所
不

明
）
及
川
ヒ
サ
子
（
大
船
渡
町

明
神
前
）
浅
野
実
尉
（
盛
町
内

ノ
目
）
平
山
俊
二
（
大
船
渡
町

新
田
）
志
田
松
男
（
赤
崎
町
蛸

ノ
浦
）
千
葉
恒
郎
（
同
）
志
田

仲
子
（
同
）

▽
越
喜
来
中
学
校

前
川
カ
ン
（
三
陸
の
園
）
大

阪
や
ゑ
（
同
）
佐
藤
慶
子
（
同
）

村
上
妙
子
（
住
所
不
明
）
村
上

希
美
（
同
）

▽
崎
浜
小
学
校

岩
城
史
朗
（
住
所
不
明
）
刈

谷
つ
な
子
（
同
）

【
陸
前
高
田
市
】

▽
下
矢
作
小
学
校

鈴
木
宏
幸
（
住
所
不
明
）
上

部
拓
也
（
竹
駒
町
）
菅
野
當
悦

（
高
田
町
）
小
松
博
子
（
住
所
不

明
）
鶴
島
清
（
同
）

（
安
置
場
所
は
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
―
15
日
分
―

海
外
か
ら
も
捜
索
隊

避
難
生
活
 燃
料
確
保
の
不
安
続
く
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東日本大震災

本
紙
は
、
安
否
情
報
や
伝
言
メ
モ
を
本
社
で
随
時

受
付
し
て
い
ま
す
。
紙
面
を
ご
自
由
に
お
使
い
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
窓
口
で
当
日
発
行
紙
を
置
い
て
い
ま

す
。
避
難
場
所
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。東

海
新
報
社

きょうの紙面
「
生
き
て
い
て
」海
外
か
ら
も
捜
索
隊
…
…
１
面

安
否
確
認
と
避
難
者
名
簿（
陸
前
高
田
市
、大
船

渡
市
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
・
３
面

避
難
所
の
声
・
食
料
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
の

生
活
情
報
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
面

安否情報・伝言メモ

「
災
害
電
話
」

に
人
々
殺
到

県
大
船
渡
地
区
合
同
庁

舎
で
15
日
、
緊
急
連
絡
用

電
話
（
災
害
電
話
）
利
用

者
や
避
難
者
の
安
否
情
報

を
求
め
る
人
々
の
長
蛇
の

列
が
で
き
た
。

災
害
電
話
は
、
14
日
午

後
６
時
過
ぎ
か
ら
庁
舎
１

階
の
県
民
ホ
ー
ル
に
Ｎ
Ｔ

Ｔ
が
15
台
の
電
話
機
と
衛

星
電
話
３
台
を
設
置
し
、

無
料
提
供
を
開
始
。
そ
れ

以
前
は
大
船
渡
消
防
署
に

設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
救

急
活
動
の
支
障
に
な
ら
な

い
よ
う
合
庁
に
移
動
し

た
。15

日
も
早
朝
か
ら
順
番

を
待
つ
列
が
庁
舎
を
取
り

囲
ん
だ
。
２
時
間
待
ち
の

状
態
で
、
ホ
ー
ル
の
中
で

は
受
話
器
を
握
り
締
め
家

族
や
親
戚
、
友
人
に
無
事

を
知
ら
せ
た
り
、
安
否
を

確
認
し
合
う
声
が
響
い

た
。大

船
渡
市
赤
崎
町
合
足

の
学
校
事
務
職
員
・
古
内

嘉
典
さ
ん（
52
）
は
、
自
宅

が
被
害
に
遭
っ
た
。「
柱

と
屋
根
し
か
残
っ
て
い
な

い
。
一
関
に
い
る
弟
に
無

事
だ
と
伝
え
た
。
お
互
い

に
安
心
し
た
」
と
安
堵
の

表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
。

災
害
電
話
の
利
用
者
は

こ
れ
ま
で
に
少
な
く
と
も

１
０
０
０
人
以
上
に
上
る

模
様
。
災
害
電
話
は
、
大

船
渡
、
釜
石
な
ど
の
被
災

地
を
除
い
て
、
県
内
陸
部

や
県
外
、
国
際
電
話
も
通

話
が
可
能
。
電
話
が
回
復

す
る
ま
で
当
面
の
間
、
合

庁
に
開
設
す
る
予
定
。

携
帯
電
話
が
非
通
知
に

設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は

受
信
で
き
な
い
の
で
、
災

害
電
話
を
受
信
す
る
場
合

は
「
非
通
知
解
除
」
に
す

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い

る
。

県
内
外
50
人

が
緊
急
避
難

同
庁
内
に
あ
る
県
沿
岸

広
域
振
興
局
に
は
、
県
災

害
対
策
本
部
の
支
部
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
１
階
ホ

ー
ル
の
掲
示
板
に
避
難
関

連
、
道
路
、
学
校
関
連
の

情
報
を
張
り
出
し
提
供
し

て
い
る
。
避
難
者
名
簿
を

真
剣
な
顔
で
め
く
る
人
の

姿
も
見
ら
れ
た
。

一
方
、
庁
舎
４
階
大
会

議
室
は
緊
急
の
避
難
所
に

早
変
わ
り
。大
船
渡
、陸
前

高
田
の
両
市
内
や
仕
事
関

連
で
訪
れ
て
被
災
し
た
と

み
ら
れ
る
釜
石
、
宮
城
、

秋
田
の
計
50
人
が
緊
急
避

難
し
て
い
る
。

社
屋
が
被
害
を
受
け
た

盛
町
み
ど
り
町
の
田
中
縫

製
で
は
、
地
震
の
経
験
が

な
い
中
国
人
研
修
生
ら
６

人
が
耐
震
性
の
あ
る
合
庁

に
避
難
し
た
。
田
中
淳
子

大
船
渡
合
庁
に
長
蛇
の
列

安
否
確
認
、情
報
通
信
を
求
め

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

災
害
電
話
に
殺
到
す
る

人
々
＝
大
船
渡
地
区
合
庁

１
階
県
民
ホ
ー
ル

寺
、
立
根
町
は
安
養
寺
と

第
一
中
学
校
体
育
館
、
日

頃
市
町
は
長
安
寺
、
三
陸

町
越
喜
来
は
越
喜
来
中
体

育
館
、
同
町
綾
里
は
宮
野

地
区
多
目
的
集
会
施
設
と

な
っ
て
い
る
。

行
方
不
明
者
は
１
９
１

人
で
、
14
日
時
点
と
変
更

は
な
か
っ
た
。
住
宅
被
害

は
、
全
壊
・
半
壊
が
３
４

９
８
戸
。
一
部
損
壊
や
床

上
浸
水
、
床
下
浸
水
の
総

数
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

避
難
所
は
市
内
に
60
カ

所
あ
り
、
避
難
者
数
は
８

７
３
７
人
と
な
っ
て
い

る
。
食
料
配
給
は
続
い
て

い
る
が
避
難
所
生
活
は
４

日
が
過
ぎ
、
各
地
で
ガ
ソ

リ
ン
や
灯
油
と
い
っ
た
燃

料
類
が
底
を
つ
き
始
め
て

い
る
。

各
避
難
所
を
回
り
、
住

民
を
励
ま
す
戸
田
公
明
市

長
も
「
今
は
と
に
か
く
ガ

ソ
リ
ン
、
灯
油
の
要
望
が

多
い
。
早
急
に
何
と
か
し

て
ほ
し
い
」
と
語
る
。
同

日
市
役
所
に
訪
れ
た
藤
原

良
信
参
議
院
議
員
や
、
県

内
の
災
害
支
援
要
望
を
取

り
ま
と
め
る
主
濱
了
参
議

院
議
員
に
も
訴
え
た
。

県
内
外
か
ら
派
遣
を
受

け
た
自
衛
隊
員
、
消
防
援

助
隊
員
、
警
察
援
助
隊
ら

１
０
０
０
人
を
超
え
る
規

模
で
捜
索
活
動
を
展
開
。

国
際
援
助
隊
と
し
て
ア
メ

リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
中
国

か
ら
合
わ
せ
て
２
２
５

人
、
救
助
犬
14
匹
も
参
加

し
、
主
に
大
船
渡
町
北
側

の
茶
屋
前
地
域
な
ど
で
捜

索
に
あ
た
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
消
防
隊
員

ら
は
６
、
７
人
で
グ
ル
ー

プ
を
組
み
、
津
波
に
は
流

さ
れ
た
も
の
の
家
屋
と
し

て
の
形
が
残
っ
て
い
る
住

居
や
商
業
施
設
を
捜
索
。

気
仙
沿
岸
に
壊
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東

日
本
大
震
災
発
生
か
ら
４
日
が
過
ぎ
た
15
日
、
被

災
地
で
は
自
衛
隊
員
や
消
防
関
係
者
の
ほ
か
、
海

外
か
ら
の
派
遣
団
員
ら
が
捜
索
活
動
に
あ
た
っ

た
。
家
屋
が
流
さ
れ
、
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
住
民
は
依
然
多
く
、
生
活
物
資
や
燃

料
が
乏
し
い
中
、
公
共
施
設
な
ど
に
身
を
寄
せ
る

地
域
住
民
は
互
い
に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
支
援
を

待
ち
続
け
て
い
る
。

救
助
犬
と
と
も
に
内
部
に

入
り
、
生
存
者
を
捜
し
続

け
た
。

地
元
消
防
団
員
も
生
存

を
信
じ
な
が
ら
、
行
方
不

明
者
の
捜
索
に
あ
た
っ

た
。
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
各
地
域
で
は
、
家
財

道
具
を
運
び
出
し
た
り
、

犠
牲
者
の
遺
品
を
整
理
す

る
姿
も
見
ら
れ
た
。

市
に
よ
る
と
、
12
日
以

降
続
い
て
い
る
捜
索
活
動

は
、
８
班
体
制
で
行
わ
れ

て
い
る
。
盛
町
で
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
に
達
し
た
ほ

か
、
大
船
渡
町
南
部
は
約

50
％
が
終
了
。
末
崎
町
の

門
之
浜
、
泊
里
地
区
、
赤

崎
町
の
中
赤
崎
地
区
で
そ

気
仙
の
中
核
病
院
で
あ

る
県
立
大
船
渡
病
院
（
八

島
良
幸
院
長
）
は
現
在
、

災
害
救
急
医
療
体
制
を
と

っ
て
お
り
、
通
常
の
外
来

診
療
は
行
っ
て
い
な
い
。

電
気
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
は
ほ
ぼ
復
旧
し

た
が
、
震
災
に
よ
る
影
響

で
薬
や
入
院
患
者
の
給
食

材
料
が
不
足
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
含
め
た
医
療
物

資
の
供
給
が
急
務
と
な
っ

て
い
る
。

同
病
院
で
は
、
14
日
か

ら
院
内
で
の
薬
の
処
方
を

開
始
し
、
他
の
医
療
機
関

の
受
診
者
を
含
め
た
多
く

の
患
者
が
朝
早
く
か
ら
病

院
を
訪
れ
て
い
る
。
同
病

院
の
受
診
者
は
カ
ル
テ
を

も
と
に
処
方
で
き
る
が
、

他
の
患
者
に
つ
い
て
は
ス

タ
ッ
フ
が
薬
の
使
用
履
歴

な
ど
を
聞
き
取
り
な
が
ら

対
応
し
て
お
り
、
処
方
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
と
い
う
。

同
病
院
に
よ
る
と
、
約

３
４
０
人
の
入
院
患
者
の

必
要
分
を
含
め
、
薬
の
在

庫
は
乏
し
く
、
最
大
で
も

３
日
分
し
か
処
方
で
き
な

い
状
況
。
八
島
院
長
は

「
こ
の
ま
ま
で
の
状
態
で

は
今
週
い
っ
ぱ
い
で
薬
の

在
庫
が
底
を
つ
き
そ
う

だ
」
と
、
一
日
も
早
い
医

療
物
資
の
供
給
を
訴
え
て

い
る
。

薬
を
中
心
と
し
た
医
療

物
資
の
ほ
か
、
同
病
院
で

は
入
院
患
者
の
給
食
に
も

震
災
の
影
響
が
出
て
い

る
。
給
食
材
料
の
供
給
が

途
絶
え
て
い
る
状
況
下
、

３
日
分
の
非
常
用
レ
ト
ル

ト
給
食
材
料
も
使
い
き
っ

て
お
り
、
備
蓄
し
て
い
た

米
な
ど
で
し
の
い
で
い

る
。
震
災
後
か
ら
泊
ま
り

込
ん
で
い
る
病
院
ス
タ
ッ

フ
の
食
料
も
不
足
し
て
お

り
、
ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
で

の
診
療
業
務
が
続
い
て
い

る
。一

方
、
透
析
医
療
を
行

っ
て
い
る
大
船
渡
町
の
地

ノ
森
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
震

災
直
後
、
透
析
が
必
要
だ

っ
た
患
者
約
30
人
を
内
陸

の
医
療
機
関
に
搬
送
す
る

な
ど
の
治
療
対
応
に
当
た

っ
た
。

13
日
夜
に
電
気
が
復
旧

し
た
こ
と
を
受
け
て
14
日

か
ら
は
透
析
治
療
を
再
開

し
、
現
在
、
１
日
に
最
大

57
人
の
患
者
の
透
析
に
対

応
。
施
設
の
一
部
に
被
害

が
出
て
い
る
陸
前
高
田
市

の
松
原
苑
で
も
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
復
旧
し
次
第
、
透

析
が
行
え
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
る
と
い
う
。

大
船
渡
市
内
で
は
15

日
、
大
船
渡
町
の
菊
池
内

科
医
院
、
岩
渕
内
科
、
猪

川
町
の
え
ん
ど
う
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
伊
藤
耳
鼻
咽

喉
科
、
及
川
皮
膚
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
三
陸
町
の
越
喜

来
診
療
所
（
花
菱
縫
製
で

診
療
）
の
６
医
療
機
関
が

診
療
を
実
施
。
院
外
処
方

は
大
船
渡
町
の
コ
ス
モ
薬

局
、
猪
川
町
の
よ
こ
さ
わ

薬
局
、
ど
り
ー
む
薬
局
、

つ
く
し
薬
局
の
４
カ
所
で

受
け
付
け
て
い
る
。

薬
の
処
方
に
は
原
則
と

し
て
医
師
の
処
方
箋
が
必

要
。気

仙
薬
剤
師
会
保
険
薬

局
部
会
の
金
野
良
則
部
会

長
は
「
大
船
渡
病
院
や
各

薬
局
で
薬
の
処
方
を
受
け

る
場
合
、
お
薬
手
帳
や
薬

の
使
用
履
歴
が
確
認
で
き

る
も
の
、
薬
の
現
物
を
持

参
す
る
よ
う
に
」
と
呼
び

か
け
て
い
る
。

薬
不
足
が
深
刻
に

医
療
物
資
の
供
給
急
務

県
立
大
船

渡
病
院

薬の処方の受け付け順番を待つ患者＝県立大船渡病院

代
表
は
「
研
修
生
の
４
人

は
ａ
ｕ
の
国
際
電
話
で
無

事
を
知
ら
せ
て
い
た
。
社

員
１
人
が
現
在
行
方
不
明

で
、
生
存
し
て
い
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。

県
庁
職
員
８
人
が
大
船

渡
と
陸
前
高
田
の
両
市
役

所
に
派
遣
さ
れ
、
支
援
に

当
た
っ
て
い
る
。

大
船
渡
綾
里
三

陸
線
は
通
行
可

県
沿
岸
広
域
振
興
局
土

木
部
大
船
渡
土
木
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
と
、
道
路
の
復

旧
状
況
は
、
主
要
地
方
道

大
船
渡
綾
里
三
陸
線
が
綾

里
ま
で
通
行
が
可
能
と
な

っ
た
。

三
陸
町
崎
浜
へ
は
、
国

道
45
号
か
ら
越
喜
来
に
入

る
と
こ
ろ
が
不
通
だ
が
、

市
道
を
経
由
す
る
と
通
行

可
能
。

国
道
45
号
は
、
大
船
渡

方
面
か
ら
陸
前
高
田
市
米

崎
町
神
田
ま
で
と
、
同
市

気
仙
町
長
部
か
ら
南
の
気

仙
沼
方
面
へ
は
通
行
可
。

内
陸
部
に
至
る
国
道
１

０
７
号
、
３
９
７
号
、
３

４
０
号
、
３
４
３
号
は
、

気
仙
管
内
の
被
災
地
を
除

い
て
通
行
可
。

大
船
渡
市
内
の
県
道
丸

森
権
現
堂
線
、
碁
石
海
岸

線
の
門
之
浜
～
細
浦
は
依

然
と
し
て
通
行
不
可
。

童
生
徒
の
無
事
が
確
認
さ

れ
て
い
る
の
は
、
小
学
校

が
気
仙
、長
部
、小
友
、矢

作
、
下
矢
作
、
生
出
、
竹

駒
で
、
中
学
校
は
広
田
、

米
崎
。
行
方
不
明
者
が
出

て
い
る
学
校
は
米
崎
小
、

広
田
小
、
高
田
小
、
小
友

中
な
ど
で
、
小
学
生
15

人
、
中
学
生
11
人
と
な
っ

た
。
市
教
委
で
は
今
後
、

子
ど
も
の
ほ
か
、
保
護
者

の
安
否
に
つ
い
て
も
調
査

を
進
め
て
い
く
。

同
日
午
後
３
時
現
在
、

市
内
８
地
域
に
65
カ
所
の

避
難
所
が
設
置
さ
れ
、
９

０
７
６
人
が
避
難
。
避
難

所
は
公
民
館
や
学
校
施

設
、
寺
院
だ
け
で
は
な

く
、
高
台
に
あ
る
民
家
に

も
及
ん
で
い
る
。
市
で
は

各
避
難
所
に
１
日
３
回
の

計
画
で
、
パ
ン
や
水
な
ど

の
食
料
配
布
を
行
っ
て
い

る
。市

内
の
住
宅
被
害
、
物

的
被
害
に
つ
い
て
は
調
査

中
で
、
詳
細
は
把
握
で
き

て
い
な
い
。
地
元
の
建
設

業
者
ら
に
よ
る
が
れ
き
の

撤
去
も
進
ん
で
お
り
、
陸

上
自
衛
隊
７
４
５
人
や
他

県
か
ら
の
緊
急
消
防
救
助

隊
４
５
４
人
な
ど
が
行
方

不
明
者
の
救
助
を
展
開
。

県
や
大
船
渡
市
の
職
員
も

派
遣
さ
れ
、
本
部
の
支
援

に
あ
た
っ
て
い
る
。

津
波
で
孤
立
し
た
地
域

は
な
く
な
り
、
広
田
町
へ

は
14
日
か
ら
大
型
車
の
通

行
も
可
能
に
な
っ
た
。
た

だ
し
、
気
仙
町
内
へ
は
矢

作
町
、
気
仙
沼
市
を
経
由

東
日
本
大
震
災
を
受

け
、
大
船
渡
市
は
避
難
所

生
活
を
送
る
高
齢
者
ら
を

対
象
に
、
市
営
住
宅
の
特

定
入
居
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
い
る
。
大
船
渡
町

上
山
に
あ
る
市
母
子
生
活

支
援
施
設
「
つ
ば
き
荘
」

で
も
募
集
し
て
い
る
。

市
内
の
避
難
所
に
避
難

し
、
75
歳
以
上
か
障
が
い

者
の
世
帯
員
が
い
る
こ
と

な
ど
が
条
件
。
募
集
戸
数

を
上
回
る
入
居
希
望
者
が

あ
る
場
合
は
、
抽
選
に
よ

っ
て
決
め
る
。

募
集
す
る
住
宅
は
地
ノ

森
団
地
（
大
船
渡
）
で
２

戸
、
御
山
下
（
盛
）
後
ノ

入
（
赤
崎
）
山
口
（
同
）
堀

之
内（
立
根
町
）関
谷（
日

頃
市
町
）長
安
寺（
同
）前

田
（
三
陸
町
）
が
各
１
戸
。

つ
ば
き
荘
の
構
造
は
１
階

が
４
室
と
談
話
室
、
管
理

人
室
と
な
っ
て
お
り
、
２

階
に
も
５
室
あ
る
。

募
集
期
間
は
17
日
ま
で

で
、
抽
選
日
は
18
日
を
予

定
し
て
い
る
。
市
役
所
３

階
都
市
計
画
課
や
各
避
難

所
の
管
理
者
ら
が
申
請
書

を
配
布
し
て
い
る
。

市
営
住
宅
な

ど

入
居
募
集

母
子
支
援
施
設
つ
ば
き
荘
も

大船渡市

す
る
ル
ー
ト
を
利
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
長
部
地

区
に
お
い
て
は
国
道
45
号

の
一
部
に
陥
没
が
見
つ
か

り
食
料
配
布
な
ど
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。合庁４階が緊急避難所に

れ
ぞ
れ
約
50
％
の
進
ち
ょ

く
と
な
っ
て
い
る
。

赤
崎
町
の
蛸
ノ
浦
地

区
、
三
陸
町
の
綾
里
地
区

で
は
15
日
か
ら
捜
索
が
始

ま
っ
た
。
三
陸
町
越
喜
来

で
は
崎
浜
地
区
が
ほ
ぼ
１

０
０
％
終
了
。
吉
浜
地
区

で
は
今
後
増
舘
地
域
で
行

う
と
し
て
い
る
。

陸
前
高
田
市

陸
前
高
田
市
に
よ
る
と

15
日
午
後
４
時
現
在
、
死

者
数
は
１
３
６
人
で
、
こ

の
う
ち
身
元
が
判
明
し
た

の
は
36
人
。
住
所
が
明
ら

か
に
な
っ
た
の
は
、
高
田

町
が
５
人
、
竹
駒
町
が
４

人
、
気
仙
、
米
崎
両
町
が

３
人
、矢
作
、小
友
両
町
が

２
人
、
広
田
町
が
１
人
。

遺
体
安
置
所
は
下
矢
作
小

と
米
崎
中
両
校
の
体
育
館

と
な
っ
て
い
る
。
行
方
不

明
者
は
１
５
３
５
人
。

市
内
小
中
学
校
の
う

ち
、
同
日
現
在
で
全
校
児

行
方
不
明
者
１
７
２
６
人

大
船
渡
市

大
船
渡
市
に
よ
る
と
、

15
日
午
後
４
時
現
在
、
市

内
で
の
死
者
数
は
２
０
６

人
。
地
区
別
内
訳
は
、
末

崎
12
人
、
大
船
渡
18
人
、

赤
崎
48
人
、
蛸
ノ
浦
５

人
、
盛
４
人
、
立
根
１
人
、

越
喜
来
１
０
１
人
、
綾
里

７
人
、
吉
浜
３
人
、
不
明

７
人
。
14
日
よ
り
も
６
人

増
え
、
い
ず
れ
も
大
船
渡

町
内
で
発
見
さ
れ
た
。

遺
体
安
置
場
所
は
大
船

渡
町
内
で
は
西
光
寺
と
本

増
寺
、
盛
町
は
洞
雲
寺
と

淨
願
寺
、
末
崎
町
は
麟
祥

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

生
存
を
信
じ
、
救
助
犬
と

と
も
に
捜
索
活
動
を
続
け

る
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
救
助

隊
員
＝
大
船
渡
町


